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1. はじめに 

生体の皮膚表面の温度変化の測定は医学およ

び獣医学で非常に有用だと考えられている. 炎

症を中心とした刺激や, 腫瘍などは周辺神経の

活性化させその周辺の温度が変化するためであ

り,  乳がん検診のマンモグラフィの補助として

サーモグラフィが有力な検査法とされている. 

人体のみならず, 動物や植物の生体情報の取得

にも温度変化の測定は重要であると考えられる
[1]. 

三次元画像の撮影にカメラを二台使用したス

テレオ法があるが, 赤外線カメラのみでのステ

レオ撮影は難しく, これまでは可視光画像との

ステレオ統合がなされている. 本研究では, 赤外

線カメラのみの三次元測定を可能にするため, 

複数の斜投影画像を用いた測定手法を提案する.  

2. 原理 

斜投影熱画像群により, 熱輻射源パターンは

三次元フーリエ空間上に充填されている. ここ

で撮影対象の表面のみから遠赤外線が輻射され

ると仮定すると熱輻射源パターンは,  

        𝑶 = 𝑨(𝒙, 𝒚)𝜹( 𝒛 − 𝒅(𝒙, 𝒚)) (1) 

と書ける. ここで Aは振幅, d は表面の高さを示

す. これを三次元フーリエパターンから抽出す

ることによって再構成することができる.  

3. 実験方法 

本実験は X, Yの二軸で移動するステージの上

に撮影対象を配置し, 固定した遠赤外線カメラ

で撮影対象の上から撮影を行う. ステージを少

しずつ動かし, 撮影を繰り返すことで並進走査

撮影を可能にし, 透視投影画像群を取得する. 得

られた画像群から斜投影画像群を作成し, これ

をフーリエ変換, 逆フーリエ変換を用いて再構

成することで断層画像を作成する.  

図 1に実験装置と撮影対象を示す. 撮影対象

にはアルミ製の網を使用し, 凸の部分をカメラ

側の向け, リングの部分を加熱しながら撮影を

行った. 

 

  

 
図 1: 実験装置と撮影対象 

4. 撮影結果 

本実験の実験結果を図 2に示す.  

 
図 2: 再構成した断層画像 

図 2に取得した断層画像を示す. 画像は(a)か

ら順に, カメラ側から奥に向けて取得した. (a)-

(b)間の距離は 8mm, (b)-(c)間の距離は 10mmと

いう結果であった. 

実物との誤差は(a)-(b) 間は約 3mm, (b)-(c)間は

約 2mmであった.  

5. まとめ 

 撮影結果から, 誤差はあるものの撮影対象の

熱輻射源の断層画像の作成ができた. 今後は撮

影対象に植物を用い, 熱伝導の様子を撮影する

予定である.  
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